
第９回 佐賀県コミュニティ・スクール研究大会

のこれまでの軌跡とこれからの可能性

コミュニティ・スクール

基調講演 14:05～14:50

2025年

座 談 会 14:50～16:25

10月28日(火) 14:00～16:30
(受付 13:30～)

アバンセ ホール
(佐賀市天神３丁目２ー11)

【演題】 子どもたちの未来につながる学びの循環づくり
【講師】 文部科学省 ＣＳマイスター 安田 隆人 氏

（岡山県教育庁 生涯学習課 地域学校協働活動アドバイザー）

対 象 者

・学校運営協議会委員の方々
・学校評議員の方々
・ＰＴＡ活動等に取り組まれている（小中高

生を持つ）保護者の方々
・コミュニティ・スクールの取組を推進する

教育行政関係者
・教職員の方々
★コミュニティ・スクールに関心のある一般

の方々も大歓迎です！

参加申し込み

【申し込み方法】
お申し込みはこちらから⇒
※申し込みフォーム上で

ＣＳに関する質問を
受け付けています。

【申し込み期限】

令和７年10月15日（水）

【主催】佐賀県教育委員会 【問い合わせ先】
佐賀県教育委員会事務局 教育振興課 唯一無二の学校づくり担当
ＴＥＬ：0952-25-7424 メール：kyouikushinkou@pref.saga.lg.jp

参加費 無料

【登壇者】

近藤 慎也 氏
（赤松小学校 校長）

川代 勇一 氏
（赤松小学校 学校運営協議会 会長）

芝原 正章 氏
（鹿島高等学校 教諭）

木原 智典 氏
（鹿島高等学校 学校運営協議会 委員）

安田 隆人 氏
（文部科学省 ＣＳマイスター）

上野 景三 氏
（西九州大学 副学長）

mailto:kyouikushinkou@pref.saga.lg.jp


基調講演

講師紹介

子どもたちの未来につながる学びの循環づくり
文部科学省ＣＳマイスター 安田 隆人 氏

学校現場と教育行政両方の幅広いご経験から、コミュニティ・スクールの役割を活
かして、どのように人を繋ぎ、学びの循環をつくっていけばよいのかについてお話
していただきます。その中で、

・コミュニティ・スクールの導入にあたってのポイント
・継続的実施のために必要なプロセス
・コミュニティ・スクールの役割の活かし方と学校づくり

などについても触れていただきます。

やすだ たかひと

安田 隆人

H２ 佐賀大学に着任
H27 佐賀県立男女共同参画・生涯学習センター事業

統括兼務（～R４年3月）
R２ 西九州大学教授に就任
R５ 西九州大学副学長に就任

研究分野は、社会教育学・生涯学習論。佐賀県内各地の
コミュニティ・スクールの立ち上げに参加し、アドバイ
スを行う。社会教育功労者文部科学大臣表彰を受賞。本
研究大会にも、第１回からアドバイザーとして企画等に
協力している。

＜主な編著書＞
『子どもの生活体験学習をデザインする』

（2010光生館）
『公民館のデザイン』（2010エイデル研究所）
『子ども・若者支援と社会教育』（2017東洋館出版）
『地方に生きる若者たち』（2017旬報社）
『社会教育と福祉と地域づくりをつなぐ

-日本・アジア・欧米の社会教育職員と地域リーダー-』
（2019大学教育出版）ほか

うえの けいぞう

上野 景三

座 談 会

H１ 岡山県内小学校教諭
H７～H９ マレーシア国クアラルンプール

日本人学校教諭
H13～H15 浅口郡船穂町教育委員会派遣

社会教育主事
H16～H20 岡山県教育委員会倉敷教育事務所
H21～H23 岡山県教育委員会岡山教育事務所
H24～H26 岡山県教育庁生涯学習課
H27～H30 浅口市立鴨方東小学校長
R１～R３ 浅口市立寄島小学校長
R４～R５ 高梁市教育委員会
R６ 岡山県教育庁生涯学習課

地域学校協働活動アドバイザー

コミュニティ・スクールの導入と働き方改革を一体的に
推進し、優秀教職員組織表彰及び地域学校協働活動推進
に係る文部科学大臣表彰を受賞。学校の働き方改革の優
良事例としてテレビや新聞等各種メディアに取り上げら
れる。令和３年度からは文部科学省ＣＳマイスターとし
て御活躍中。現在、岡山県教育庁生涯学習課地域学校協
働活動アドバイザーとして助言及び支援等を行っている。
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前半は、鹿島高校と赤松小学校から、それぞれの取り組みについて紹介していただき、導入目的と
なったきっかけ、コミュニティ・スクール運営上の課題と対策、地域人材の活用の可能性などにつ
いて、お話をしていただきます。後半は、皆さんから事前にお寄せいただいたご質問やお困りごと
について登壇者から見解をいただきます。

地域とともに描く、これからの学びの風景


